













ードバック（Electromyogram Biofeedback：BF）訓練が覚醒時ブラキシズム（Awake Bruxism: AB）と SB
に抑制効果を与えることが報告されている．AB に対する BF 訓練が，夜間睡眠時の脳波に及ぼす影響を調
べる目的で本実験を行った．適格基準，除外基準に照合し，健常な男性 8 名（22.6±0.7 歳）を被験者と
した．被験者はアメリカ睡眠医学会の睡眠障害国際分類基準に従い SB を診断した．BF 群（n = ４）とコ
ントロール（CO）群（n = ４）にランダムに振り分けた．BF 装置を用いた筋電図(Electromyogram: EMG)
記録および PSG はそれぞれ５時間の記録が残るようにし，連続する３週間の日中と夜間睡眠時に行った．
BF訓練は week２の連続した日中の２日間に閾値以上の筋活動を検出した際に電子音が鳴るよう設定した．
week１と week３および CO 群では電子音は鳴らないようにした．両群とも睡眠中に脳波測定を行った．得
られた脳波データに対し高速フーリエ変換し，δ波，α波の含有率を算出した．BF 群では 1 週目に比べ
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